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（百万円未満切捨て） 

１．2027年１月期中間期の連結業績（2026年２月１日～2026年７月 31日） 

（１）連結経営成績                                                       （％表示は対前年同期増減率） 

 

（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

2027年１月期中間期 2,954 333 11.0％ 65.24円 

2026年１月期 2,678 361 13.3％ 72.36円 

（参考）自己資本    2027年１月期中間期 326百万円   2026年１月期 356百万円 
 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

中間期末 期 末 合 計 

 円   銭 円   銭 円   銭 

2026年１月期 0.00 4.60 4.60 

2027年１月期 0.00   

2027年１月期(予想)  6.00 6.00 

   （注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 
３．2027年１月期の連結業績予想（2026年２月１日～2027年１月 31日） 

（％表示は対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する中間純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2027年１月期中間期 3,233 3.2 22 △77.7 10 △89.3 △7 － 

2026年１月期中間期 3,133 25.1 100 － 96 － 47 － 

（注）包括利益 2027 年１月期中間期  △7百万円（－）  2026年１月期中間期 47百万円（－） 

 

 
１株当たり 
中間純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり中間純利益 

 円   銭 円   銭 

2027年１月期中間期 △1.54 － 

2026年１月期中間期 9.56 － 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通 期 7,200 13.1 167 7.1 158 7.0 100 30.4 20.0 



 

 
※ 注記事項 
 

 （１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無 

     

 （２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 

② ①以外の会計方針の変更 ：無 

③ 会計上の見積りの変更 ：無 

④ 修正再表示 ：無 
 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2027年１月期中間期 5,000,000株 2026年１月期 5,000,000株 

② 期末自己株式数 2027年１月期中間期 -株 2026年１月期 -株 

③ 期中平均株式数(中間期) 2027年１月期中間期 5,000,000株 2026年１月期中間期 5,000,000株 

 

※ 中間決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因によって異なる可能性があります。 
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１．当中間連結決算に関する定性的情報   

（１）経営成績に関する説明 

当中間連結会計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果等を背景とし

て、緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、中東情勢をはじめとする地政学的リスク、物価動

向、海外経済の動向及び金融資本市場の変動等による景気下振れリスクが意識されるなど、先行きは不

透明な状況が続いております。内閣府の2026年7月月例経済報告においても、景気は緩やかに回復してい

るものの、中東情勢の影響を注視する必要があるとされております。 

労働市場においては、少子高齢化等を背景とした構造的な人手不足が継続しております。厚生労働省

及び総務省が公表した2026年7月の統計によると、有効求人倍率は1.18倍、完全失業率は2.4％となって

おり、雇用情勢には改善の動きがみられる一方、企業の人材確保ニーズは引き続き底堅く推移しており

ます。こうした環境のもと、デジタル・IT領域、DX推進、人材活用及び人材育成等に対する需要は継続

しており、当社グループの事業領域においても引き続き事業機会が存在するものと認識しております。 

このような事業環境のもと、当社グループは「次代を創る」というパーパスを掲げ、デジタルデバイ

ド、人材不足、教育格差、地方創生、産業創出、社会保障、環境エネルギーといった日本の7つの社会課

題の解決に向け、既存事業の拡大と新規事業の創出に取り組んでまいりました。また、2034年までに300

のソーシャルビジネスを創出するというヴィジョンのもと、社会課題解決型の事業を生み出すプラット

フォーム企業として、人材と事業の両面から成長基盤の強化を進めております。 

当中間連結会計期間においては、デジタルデバイド領域を中心とした既存事業の受注拡大に取り組む

とともに、教育格差、人材不足、産業創出等の各領域において事業展開を進めました。この結果、売上

高は前年同期を上回りましたが、売上原価の増加により売上総利益は前年同期と概ね同水準となりまし

た。また、新規事業及びグループ会社における事業立ち上げ、人員体制の強化等に伴い販売費及び一般

管理費が増加したことから、利益面では前年同期を下回りました。 

その結果、当中間連結会計期間の売上高は3,233,228千円（前年同期比3.2％増）、営業利益は22,485千

円（同77.7％減）、経常利益は10,301千円（同89.3％減）、親会社株主に帰属する中間純損失は7,713千円

（前年同期は47,799千円の親会社株主に帰属する中間純利益）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

（流動資産） 

当中間連結会計期間末における流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ 200,220 千円減少し、

2,140,971 千円となりました。これは主に、現金及び預金が 199,986 千円、売掛金が 122,299 千円それぞれ減

少した一方、前払費用が 130,315千円増加したことによるものです。 

（固定資産） 

当中間連結会計期間末における固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ 476,582 千円増加し、813,750

千円となりました。これは主に、投資その他の資産に含まれる長期前払費用が 458,976千円、敷金及び保証金

が 33,701千円増加したことによるものです。 

（流動負債） 

当中間連結会計期間末における流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ 49,285千円減少し、1,482,219

千円となりました。これは主に、１年内返済予定の長期借入金が 223,025 千円増加した一方、契約負債が

217,736千円、未払法人税等が 34,472千円減少したことによるものです。 

（固定負債） 

当中間連結会計期間末における固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ 354,472 千円増加し、

1,139,493千円となりました。これは長期借入金が増加したことによるものです。 
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（純資産） 

当中間連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ 28,825 千円減少し、333,008 千円

となりました。これは主に剰余金の配当及び中間純損失の計上等によるものです。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の中間期末残高は、前

連結会計年度末に比べ199,986千円減少し、1,362,858千円となりました。また、当中間連結会計期間

における各キャッシュ・フローの状況と主な要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当中間連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、727,711 千円の支出（前年同期は 127,811

千円の支出）となりました。これは主に、売上債権の減少 122,299千円による資金の増加があった一方、長

期前払費用の増加 459,205 千円、契約負債の減少 217,737 千円及び敷金及び保証金の増加 26,565 千円等に

より資金が減少したことによるものです。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当中間連結会計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、26,622 千円の支出（前年同期は 6,127 千

円の支出）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出 13,470 千円、敷金及び保証金の差

入による支出 8,942 千円及び短期貸付による支出 8,000 千円があった一方、短期貸付金の回収による収入

5,000千円等があったことによるものです。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当中間連結会計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、554,347千円の収入（前年同期は41,027千

円の支出）となりました。これは主に、長期借入れによる収入 815,000千円があった一方、長期借入金の返

済による支出 237,652千円及び配当金の支払額 23,000千円があったことによるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2027年 1月期の業績予想につきましては、2026年 3月 16日に公表しました通期の連結業績予想から変更

はありません。 

なお、今後、業績等に重大な影響を及ぼす事象が生じた場合には、速やかに開示します。 
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２．中間連結財務諸表及び主な注記 

（１）中間連結貸借対照表 

（単位：千円） 

        
前連結会計年度  

(2026年１月 31日) 

当中間連結会計期間 

（2026年 7月 31日） 

資産の部       

 流動資産    

    現金及び預金   1,562,845 1,362,858 

  売掛金  702,362 580,062 

  前払費用  49,748 180,064 

  その他  38,738 28,282 

  貸倒引当金  △12,503 △10,297 

    流動資産合計   2,341,191 2,140,971 

 固定資産     

    有形固定資産     

   建物  75,748 81,972 

     その他   31,612 37,271 

   減価償却累計額  △37,159 △41,889 

     有形固定資産合計   70,202 77,353 

  無形固定資産    

     ソフトウェア   51,962 44,397 

   ソフトウェア仮勘定  4,521 1,056 

   のれん  17,117 15,405 

     無形固定資産合計   73,600 60,858 

  投資その他の資産    

     投資有価証券   16,624 16,624 

   敷金及び保証金  147,473 181,175 

   長期前払費用  173 459,150 

   繰延税金資産  27,496 16,953 

   その他  24,985 25,021 

     貸倒引当金   △23,387 △23,387 

   投資その他の資産合計  193,365 675,537 

    固定資産合計   337,167 813,750 

 資産合計  2,678,359 2,954,721  
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（単位：千円） 

        
前連結会計年度  

(2026年１月 31日) 

当中間連結会計期間 

（2026年 7月 31日） 

負債の部       

 流動負債    

    買掛金   325,830 321,678 

    1年内返済予定の長期借入金   340,598 563,623 

  未払費用  173,482 148,790 

  未払法人税等  40,055 5,583 

  未払消費税等  30,166 37,370 

    契約負債   518,512 300,775 

  返金負債  9,500 9,500 

  賞与引当金  11,500 － 

  その他  81,858 94,898 

    流動負債合計   1,531,505 1,482,219 

 固定負債    

    長期借入金   785,021 1,139,493 

    固定負債合計   785,021 1,139,493 

 負債合計  2,316,526 2,621,712  

純資産の部      

 株主資本     

    資本金   50,000 50,000 

  利益剰余金  306,893 276,180 

    株主資本合計   356,893 326,180 

 非支配株主持分  4,940 6,827  

 純資産合計  361,833 333,008  

負債純資産合計   2,678,359 2,954,721  
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書 

   ①中間連結損益計算書 

（単位：千円） 

        

前中間連結会計期間  

(自 2025年２月１日 

 至 2025年 7月 31日) 

当中間連結会計期間 

（自 2026年 2月 1日 

  至 2026年 7月 31日） 

売上高   3,133,861 3,233,228 

売上原価  2,192,907 2,289,885 

売上総利益   940,954 943,342 

販売費及び一般管理費  840,350 920,857 

営業利益   100,603 22,485 

営業外収益    

  受取利息  581 1,745 

 助成金収入  333 － 

  その他  121 669 

  営業外収益合計  1,036 2,415 

営業外費用    

  支払利息  4,357 14,330 

 その他  1,130 268 

  営業外費用合計  5,487 14,599 

経常利益  96,152 10,301 

特別損失    

 投資有価証券評価損  4,978 － 

税金等調整前中間純利益   91,174 10,301 

法人税、住民税及び事業税   40,648 5,583 

法人税等調整額   2,726 10,543 

法人税等合計   43,374 16,126 

中間純利益又は中間純損失（△）   47,799 △5,825 

非支配株主に帰属する中間純利益  － 1,887 

親会社株主に帰属する中間純利益又は 

親会社株主に帰属する中間純損失（△） 
  47,799 △7,713 
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 ②中間連結包括利益計算書 

（単位：千円） 

        

前中間連結会計期間  

(自 2025年２月１日 

 至 2025年 7月 31日) 

当中間連結会計期間 

（自 2026年 2月 1日 

  至 2026年 7月 31日） 

中間純利益又は中間純損失（△）   47,799 △5,825 

中間包括利益  47,799 △5,825 

  （内訳）    

  親会社株主に係る中間包括利益  47,799 △7,713 

   非支配株主に係る中間包括利益   － 1,887 
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円） 

        

前中間連結会計期間 

(自 2025年２月１日 

  至 2025年７月 31日) 

当中間連結会計期間 

(自 2026年２月１日 

  至 2026年７月 31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー      

 税金等調整前中間純利益  91,174 10,301 

  減価償却費  21,998 19,286 

 のれん償却費  － 1,711 

 貸倒引当金の増減額（△は減少）  2,589 △2,205 

 賞与引当金の増減額（△は減少）  － △11,500 

 投資有価証券評価損  4,978 － 

  受取利息  △581 △1,745 

 支払利息  4,357 14,330 

  売上債権の増減額（△は増加）  184,187 122,299 

 棚卸資産の増減額（△は増加）  △2,200 － 

  仕入債務の増減額（△は減少）  △42,745 △4,151 

 敷金及び保証金の増減額（△は増加）  － △26,565 

 未払費用の増減額（△は減少）  8,383 △24,691 

  未払消費税等の増減額（△は減少）  16,574 7,204 

  契約負債の増減額（△は減少）  △351,606 △217,737 

 長期前払費用の増減額（△は増加）  － △459,205 

 その他  △15,245 △102,400 

  小計  △78,135 △675,071 

 利息の受取額  535 1,745 

  利息の支払額  △4,357 △14,330 

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払）  △45,854 △40,055 

  営業活動によるキャッシュ・フロー  △127,811 △727,711 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

  有形固定資産の取得による支出   － △13,470 

 無形固定資産の取得による支出  △1,727 △1,937 

 短期貸付による支出  △5,000 △8,000 

 短期貸付金の回収による収入  － 5,000 

 敷金及び保証の差入による支出  △3,478 △8,942 

  敷金及び保証金の回収による収入   4,124 765 

 その他  △46 △36 

  投資活動によるキャッシュ・フロー   △6,127 △26,622 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

 長期借入れによる収入  100,000 815,000 

  長期借入金の返済による支出   △123,325 △237,652 

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △152 － 

  配当金の支払額   △17,550 △23,000 

 財務活動によるキャッシュ・フロー  △41,027 554,347 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）   △174,966 △199,986 

現金及び現金同等物の期首残高  1,212,367 1,562,845 

現金及び現金同等物の中間期末残高   1,037,400 1,362,858 
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報） 

当社グループは「総合人材サービス事業」に加え「不動産事業」を展開しておりますが、不動産事業が当

社グループに占める割合は僅少であり、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省

略しております。 

 

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 

 


	２．中間連結財務諸表及び主な注記

